
表 4091　2014年中の出口部感染発症率（回/1患者・年）　原疾患別 （腹膜透析患者）

原疾患 0 1.0～ 2.0～ 3.0～ 4.0～ 5.0～ 合計
不明

記載なし
総計 平均 標準偏差

慢性糸球体腎炎 1,536 227 63 24 18 30 1,898 1,161 3,059 0.38 1.13

（％） (80.9) (12.0) (3.3) (1.3) (0.9) (1.6) (100.0)

慢性腎盂腎炎 52 3 3 1 59 34 93 0.23 0.72

（％） (88.1) (5.1) (5.1) (1.7) (100.0)

急速進行性糸球
体腎炎

30 7 2 1 40 34 74 0.38 0.75

（％） (75.0) (17.5) (5.0) (2.5) (100.0)

妊娠腎/妊娠中毒
症

21 3 24 8 32 0.13 0.34

（％） (87.5) (12.5) (100.0)

その他の分類不能
の腎炎

41 5 4 1 2 53 32 85 0.50 1.16

（％） (77.4) (9.4) (7.5) (1.9) (3.8) (100.0)

多発性嚢胞腎 113 23 7 2 2 2 149 94 243 0.47 1.14

（％） (75.8) (15.4) (4.7) (1.3) (1.3) (1.3) (100.0)

腎硬化症 539 84 15 8 1 12 659 424 1,083 0.37 1.26

（％） (81.8) (12.7) (2.3) (1.2) (0.2) (1.8) (100.0)

悪性高血圧 56 6 1 1 1 65 42 107 0.28 0.91

（％） (86.2) (9.2) (1.5) (1.5) (1.5) (100.0)

糖尿病性腎症 1,222 173 65 26 21 32 1,539 1,227 2,766 0.46 1.29

（％） (79.4) (11.2) (4.2) (1.7) (1.4) (2.1) (100.0)

ＳＬＥ腎炎 31 5 36 26 62 0.16 0.42

（％） (86.1) (13.9) (100.0)

アミロイド腎 4 1 5 4 9 0.40 0.89

（％） (80.0) (20.0) (100.0)

痛風腎 18 5 23 10 33 0.22 0.42

（％） (78.3) (21.7) (100.0)

先天性代謝異常に
よる腎不全

10 2 12 6 18 0.33 0.78

（％） (83.3) (16.7) (100.0)

    腎・尿路結核 1 1 1

（％） (100.0) (100.0)

腎・尿路結石 6 3 9 7 16 0.37 0.56

（％） (66.7) (33.3) (100.0)

腎・尿路腫瘍 8 1 9 5 14 0.67 2.00

（％） (88.9) (11.1) (100.0)

閉塞性尿路障害 11 1 12 10 22 0.17 0.58

（％） (91.7) (8.3) (100.0)

骨髄腫 2 1 3 5 8 1.00 1.73

（％） (66.7) (33.3) (100.0)

腎形成不全 35 11 46 30 76 0.24 0.43

（％） (76.1) (23.9) (100.0)

不明 381 51 24 5 2 6 469 371 840 0.36 1.01

（％） (81.2) (10.9) (5.1) (1.1) (0.4) (1.3) (100.0)

再導入 30 2 1 1 34 17 51 0.21 0.64

（％） (88.2) (5.9) (2.9) (2.9) (100.0)

その他 113 12 3 2 3 3 136 113 249 0.46 1.52

（％） (83.1) (8.8) (2.2) (1.5) (2.2) (2.2) (100.0)
合計 4,260 620 192 72 48 89 5,281 3,660 8,941 0.40 1.18
（％） (80.7) (11.7) (3.6) (1.4) (0.9) (1.7) (100.0)

記載なし
（％）
総計 4,260 620 192 72 48 89 5,281 3,660 8,941 0.40 1.18
（％） (80.7) (11.7) (3.6) (1.4) (0.9) (1.7) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
個々の患者の出口部感染発症率（回/1患者・年）は、1.0未満の数値が0となるため、「0」と表示しています。
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